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第３回委員会 参考資料集 p83～p89

No. 意見 対応方針（案）

1 将来の取扱貨物量の目標値を記載すると良い。
長期構想の目標年次における貨物量推計の結果概要を参考資料と
して整理した。
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No. 意見 対応方針（案）

2

RORO貨物の検討を行う上では、北海道新幹線の延伸、近隣港湾
との役割分担、農林水産品の新たな需要の通年性などを踏まえて
検討が必要である。

貨物の安定輸送の観点から「鉄道貨物の輸送補完」、「他港との役
割分担」及び「通年性を確保した集荷」等の検討について進めるこ
とを追記した。
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３．１ 青森港の取組施策 物流・産業

【施策①-1】 高規格ROROターミナル整備

■ ⻘森港のユニットロード潜在需要

既存のRORO船定期航路
（北海道・東北地方経由便）の
青森港ワンタッチを想定

■ ⻘森港のRORO船寄港イメージ

青森港
背後地域

関東地方関西・中国・四国・
九州地方

資料：海上定期便ガイド、
日本国内航海距離表

週3便程度を想定
（積載率約6割）

週1便程度を想定
（積載率約6割）

【潜在貨物の品目抽出条件】
・RORO・コンテナ・フェリーの
輸送実績あり
・中長距離帯への輸送実績あり
・海上輸送率が増加傾向
・ヒアリングで需要を確認

※○の数値は週あたり便数

資料：物流センサス（令和３年）より

• ユニットロードの潜在貨物需要は、飲料や石油製品、食料工業品、木製品等が占める割合が高く、関東方面は
週3便程度、関西以西方面は週１便程度の潜在需要が確認された。（積載率は約６割で計算）

• 青森県沖合を航行するRORO船（定期航路）が、ワンタッチで青森港に途中寄港する航路の確立を目指す。
• 将来的には、北海道新幹線の延伸（旅客鉄道の便数増）による鉄道貨物の輸送補完機能を担うことも検討する。

ROROターミナル
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No. 意見 対応方針（案）

3
RORO貨物の需要としては、弘前・津軽方面の精密機器や、県内一
次産品貨物がある。計画の推進と予算化を進められると良い。

精密機械や一次産品の需要も含めた、潜在貨物需要に応じて、
ROROターミナルの規模を設定している。
長期構想策定後、計画の推進等について継続的に検討を進める考
え。
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